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                  令和３年９月７日 

令和３年第６回（９月）高浜町議会定例会 

令和２年度決算 監査報告          

  高浜町代表監査委員 松 本 有 策 

 

令和２年度における高浜町の一般会計、特別会計並びに公営企業会計の歳

入歳出決算につきまして、井上順也 監査委員とともに審査いたしましたので

その結果を報告いたします。 

 審査の対象は一般会計と、国民健康保険特別会計、国民健康保険診療所特

別会計、後期高齢者医療特別会計、介護保険特別会計、簡易水道事業特別会

計、公共下水道事業特別会計、集落排水事業特別会計、宅地分譲事業特別会

計に、今年度新たに設置された道路用地先行取得事業特別会計を加えた９の

特別会計と、唯一の公営企業会計である水道事業特別会計であります。 

 審査の期間は、公営企業会計については６月２９日から８月１１日までの

間、一般会計と特別会計については７月２７日から８月２０日までの間で行

いました。 

 審査方法は、それぞれの会計の令和２年度決算書類及び出納事務などの関

係諸帳簿について、その計数、正確性を確認するとともに、適正かつ効率的

に執行されたかなど細部にわたり調査、照合いたしました。 

 また、財政運営の状況等につきましては、例月出納検査及び定例監査も活

用して審査いたしました。 

 審査の結果、その計数はいずれも関係諸帳簿と符合して正確であり、その

内容も適正に処理されていたことを確認いたしました。 

 

それでは、それぞれの会計について概要を報告致します。 

 

最初に、一般会計の決算についてですが、令和２年度は町長選挙を控えて

いたために、義務的経費や継続事業費を中心とした、歳入歳出９０億７,５２

１万１千円の骨格予算でスタートしましたが、その後補正で必要事業を追加

していき、結果として前年度を若干上回る規模の歳入歳出となりました。 

 

まず歳入は総額１３０億８８２万２,９６３円であり、前年度と比べて１２.

８％増加しました。 

収入の主体である町税は歳入の３０.５％を占めておりますが、前年度比１.
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０％増加し、３９億６,９７５万５,８０１円となりました。 

内訳としては、所得の向上により個人住民税が４.８％、法人町民税も１９.

６％増加した一方で、町税の約７６％を占める固定資産税は経年減価により、

前年度から０.９％減少した３０億７２５万２,４１７円となりました。原子

力発電所の各種安全対策工事による固定資産税の増加は、次年度以降になる

とみられております。 

次に、国庫支出金が４０億８,４７９万８,１７３円で、歳入の最多３１.

４％を占め、前年度比４４.５％の増加となりました。その中の大きなものは、

新型コロナ対策として一人１０万円を支給した特別定額給付金事業補助金１

０億２,６２０万円、新型コロナウィルス感染症対応地方創成臨時交付金１億

９,６０６万２千円、６次産業施設建設補助の農山漁村振興交付金事業補助金

２億６８５万円、道路整備のための社会資本整備総合交付金１億１,９８６万

４千円などであります。また国庫支出金の約半分を占める電源立地地域対策

交付金は２０億３,３４０万円であり、町立保育所整備基金に５億３,８１７

万４,０００円を積み立てた他、地域医療・福祉サービスや各種公共施設の維

持運営事業等に広く活用されました。 

地方交付税が１億５２９万８千円ありますが、この中には今年度の基準財

政収入額が基準財政需要額を下回ったために、３年ぶりとなる普通交付税が

７１９万５千円含まれております。 

 次に、県支出金は１９億１,７２９万９,２７４円で、歳入の１４.７％、前

年度比８.９％の減少でありましたが、核燃料税交付金６億２,６３６万９千

円の他、原子力災害対策事業や町道柿ケ渡線整備事業等への補助がありまし

た。 

ふるさと納税寄付金は、前年度比８４.９％増の５,８４２万３,６２３円の

ご支援を頂きました。新しい返礼品の開発や、寄付窓口となるインターネッ

トサイトの増加等の効果が出たものと思われますが、その約４３％は返礼品

やサイト手数料等の事務費に支出され、正味財政に寄与したのは約３,３４５

万円ほどであるのが実情であります。 

 基金からの繰入金は、３億９,１３１万９,５６０円で、前年度の２５１.

４％増でした。 

 町債は新たに４億５,６００万円を発行し、６次産業施設整備事業、臨港線

や横断５号線の道路整備事業、中町住宅除去事業、防火水槽整備事業などに

充てられました。 

 町民税と固定資産税の収入未済額が合計で４,８８７万６千円、住宅使用料

の収入未済額が２,８２８万４千円あり、いずれも過年滞納分の収納率がごく
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低率に留まっております。税の公平及び受益者負担の原則から、滞納解消へ

一層の工夫と努力を期待するとともに、不能欠損処理基準を適切に適用して、

事務負担量の軽減も図って頂くようお願いします。 

 以上の歳入合計の現計予算に対する収納率は９４.３％、調定額に対する収

納率は９６.２％でした。 

 

 歳出に関しましては、歳出総額１２３億５,１６７万４,８０８円であり、

前年度と比べて１６.８％の増加でありました。 

 今年度の歳出に対して大きな影響を与えたのは、新型コロナウィルス感染

症でありました。令和２年度に入って顕在化した同感染症の拡大と、それに

よる医療、住民生活、事業活動等への悪影響に対して、町長の専決処分や補

正予算によって種々の対策が矢継ぎ早に打ち出されました。 

主なものを挙げますと、一人１０万円を給付した特別定額給付金給付事業１

０億３,２３３万９,４６９円、１世帯あたり３万円の赤ふん坊や通貨を支給

した新しい生活様式応援事業１億３,１４９万６,９１５円、町内事業者持続

化補助金１億９４万円のほかに、売上減少が大きい事業者を支援する中小企

業応援給付金、夏季観光事業者支援金、子育て世帯臨時特別給付金、医療・

介護従事者等勤務特別応援金、高浜町学生緊急支援給付金、学校保健感染症

対策事業、その他多くの事業が実施され、その合計は約１４億６千万円に上

っていますが、全般的に、町内の状況に対し適切、タイムリーに執行されて

きたと評価するところであります。 

 一方で、同感染症の影響で色々なイベントや事業が中止、縮小されたため

に、減額となった支出は約７,３００万円ありました。 

 

 次に各款別の歳出内容をみますと、 

最も構成比の大きかった費目は総務費で、３１億５,５３４万５,３４３円、

歳出の２５.６％を占め、前年度比５８.０％の増加でした。増加の主な理由

はコロナ対策費ですが、その他に保育所整備基金への積立事業５億３,８４３

万６,２６８円や広報事業２億１,７０７万７,７５３円、中町住宅解体４,１

９３万円等がありました。 

次は土木費で、歳出の１７.６％を占める２１億６,８７５万４２５円、前

年度比１０.０％減少でした。町道柿ケ渡線新設事業５億９８７万７,８４７

円、臨港線用地補償や宮の内線設計の道路改良事業に３億５６４万１,６９８

円、横断５号線新設事業１億３,７９９万６,０４４円、中山観音寺線道路改

良事業１億８６０万３,６３０円の他に、湯谷地区砂防堰堤工事や水明団地屋
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上防水工事等がありました。 

次は農林水産業費で、２０億４,２７７万９,００６円、歳出の１６.５％、

前年度比８９.０％増加しました。６次産業施設「ＵＭＩＫＡＲＡ」の建設を

含む高浜漁港再整備事業に１１億３,５５２万６,８８７円、岩神、車持地区

の測量調査を含む農業生産基盤整備事業に１億５,８３８万５,８１１円、薬

草産地化推進事業１,５７８万１,０９４円、森林整備支援事業１,８７４万７,

５３０円等がありました。「ＵＭＩＫＡＲＡ」は先の７月７日にオープンし

ましたが、今後、計画通りに漁業の再生をけん引するとともに、地域観光の

目玉施設となることを期待しております。 

次は民生費で、１８億４,９９１万００６円、歳出の１５.０％で前年度比

７.７％の減少でした。保育所整備事業の１億９７８万１７０円の他、介護給

付事業１億２,７１９万９,８２３円、地域福祉活動助成事業５,６１９万８千

円、訓練等給付事業６,４３９万８,８０５円等がありました。 

（仮称）高浜町立認定こども園については、令和４年４月開園の予定で現

在建設が進んでおります。 

衛生費は、９億１,０５２万６,６４５円で、歳出の７.４％、前年度比６.

２％減少でした。高浜病院に対する補助を含んだ地域医療推進事業に５,１３

６万６,８３０円のほか、健康診断がん検診事業２,３２３万７,３７２円、子

育て世代包括支援センター運営事業１,７０２万２,３３１円、衛生業務一般

管理事務事業２億５,６２４万６,５１９円等がありました。 

教育費は、８億７,１３２万６,７７２円で、歳出の７.１％、前年度比０.

４％増加でした。少学校の校内ネットワークやタブレット整備等の小学校管

理運営事業に９,３１９万９,２６３円、同様内容の中学校管理運営事業に７,

０４１万９,６０５円、音響設備を更新した文化会館管理運営事業９,２５９

万４,１４１円、学校給食センター管理運営事業３,７０８万１,６６８円等が

ありました。コロナの影響で、小学校姉妹校交流事業や中学生海外派遣事業、

また文化会館活動事業等は全面中止となっております。 

商工費は、５億１,６４９万７,２７０円で、歳出の４.２％、前年度比２５.

０％増加でした。鳥居浜公衆トイレ改修を含む観光振興事業１億２,２９５万

６３７円、城山周辺再整備事業１,１０８万５,８００円、道の駅管理運営事

業４,７９０万２,４８８円等がありました。 

消防費は、町道坪上線の無散水融雪装置設置や町の防災計画、ハザードマ

ップ作成等で、前年度比３.０％増の４億２,５７１万５,７８０円でした。 

災害復旧費は、大変幸いなことに大きな災害が無く、支出ゼロで終わって

おります。 



 - 5 - 

 令和３年度への繰越し事業費は７億２,１１３万７,１７４円で予算現額の

５.２％、前年度の約４７％減となりました。繰越しの理由としては、コロナ

の影響で活動停滞のため、６次産業施設その他の工事遅延のため、関係機関

や地元との調整に日数を要したため等、やむを得ない事情によるものである

ことを確認しました。 

予算の執行率は、現計予算に対し８９.５％で前年度から４.８ポイント向

上し、翌年度繰越し事業費を除いた場合は９４.５％となりました。 

歳出不用額は７億２,４１７万６４４円、現計予算の５.２％で、前年度よ

り０.８ポイント増加でした。コロナの影響で事業を縮小した影響もあると考

えますが、本年３月補正予算での更正減額分の見込みが甘かった可能性もあ

ります。見積り精度の向上には常に留意されるようお願いします。 

 

以上の結果、一般会計の歳入歳出差引額は６億５,７１４万８,１５５円と

なり、翌年度へ繰越すべき一般財源３億４,４７５万６,５４４円を差し引い

た実質収支額は、３億１,２３９万１,６１１円の黒字となりました。また前

年度実質収支額を差引いた単年度収支は△１億３,１５８万９,９５０円の赤

字でありました。 

 

 次に、９つの特別会計の決算でありますが、歳入総額３４億５,５７４万４,

６９６円、歳出総額３４億１,７８６万８,４１８円であり、前年度と比べて

歳入で１.７％、歳出で１.６％いずれも増加となりました。 

国民健康保険特別会計におきましては、国保税収入は２.８％増加したもの

の、県補助金が減少したこと等で、歳入は前年度比９.０％減少の９億７,９

０２万１,６１２円でしたが、コロナの影響による受診者数の減少によって保

険給付費が減少したため、歳出も１１.１％減少の９億５,７８９万１,７５３

円となったために、実質収支額は２,１１２万９,８５９円の黒字でありまし

た。 

診療所特別会計においては、診療収入も医業費も減少しましたが、歳入歳

出とも前年度比５.８％増の１億１,０４４万７,８１２円となりました。 

後期高齢者医療特別会計では、今年度から保険料が改定され保険料収入が

増加しましたが、これに合わせて後期高齢者医療広域連合への納付金も増額

となったために、歳入、歳出とも前年度から９.６％増加の１億３,６７９万

３,１８０円となりました。 

介護保険特別会計では、低所得者への保険料軽減措置や国県負担金の減少

などで、歳入が前年度比２.１％減の１０億６,１６７万１,７９１円、歳出も
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コロナによる事業減少によって１.６％減少の１０億４,５５７万３０８円と

なり、実質収支は１,６１０万１,４８３円の黒字でした。軽度の方への包括

支援活動によって認定者数が減少するという効果が出ています。今後も介護

予防事業の強化等によって、保険給付費の増加抑制に努めるようお願いしま

す。 

簡易水道事業特別会計は、修繕料や保守点検委託料の増加を繰入金の増加

で補い、歳入・歳出とも８.７％増の６,６１８万３,２９０円となりました。 

公共下水道事業特別会計では、横断５号線管渠布設工事や処理場の長寿命

化工事等によって歳出が１０.８％増加しましたが、それを社会資本整備総合

交付金や町債３,２５０万円の発行によって補った結果、歳入・歳出ともに７

億６,８５４万２,６７３円となりました。 

集落排水事業特別会計では、遠方監視装置更新工事などで歳出が増加しま

したが、それを農山漁村地域整備交付金の増加等で補った結果、歳入・歳出

とも１６.１％増の２億８,３７９万３,５０８円となりました。 

宅地分譲事業特別会計では、今年度２区画が売却され、１,２５２万１,３

００円を一般会計に繰り入れる等した結果、歳入・歳出とも７５.２％増の１,

４７９万８３０円となりました。 

道路用地先行取得事業特別会計は、国道２７号線の改良工事のための用地

を、町が先行して取得することを目的としたものですが、町債３,４５０万円

を発行して歳入とし、３,３８５万５,０６４円の支出を行って差額の６４万

４,９３６円は次年度に繰越しています。 

 

 次に公営企業会計の水道事業特別会計ですが、給水人口が平成２９年度に

１万人を切った後微減を続けて今年度は９,６９５人となり、給水件数はアパ

ートの増加等により前年度から７８件増えて４,８０４件となったものの、大

口給水先の消費量が減少したため、年間配水量は２.０％減少して１７６万５,

６１９立方メートルとなりました。年間有収率は９２.３４％で、前年度と比

べて１.１３ポイントの改善となりました。 

 これにより、事業収益は２億６,６７４万６,３３５円、対する事業費用は

２億３,０１８万８,３０３円で、当年度純利益は３,６５５万８,０３２円で

前年度比５０.４％増となりました。また、一般会計負担金及び国庫補助金他

の資本的収入と補填財源を充てて、難波江と和田地係の配水管布設替工事等

の建設改良事業、並びに上下水道経営戦略等検討業務等の資本的支出１億１

３８万７,１３３円を行っております。 

 以上、経営状況はおおむね堅調に推移しているとみられますが、今後はさ
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らに給水人口が減少し収益が減少していく一方で、上水道センターの更新や

配水管の耐震化・長寿命化更新等も必要であり、これらに対応していくため

の中長期の経営戦略を策定しましたが、まず第一歩として事務と施設管理の

効率化のための包括的民間委託を、昨年１０月から開始し、職員の効果的再

配置やコスト削減等の効果が出現し始めたところであります。今後さらに、

「経営基盤の強化」や「災害・非常時対応の強化」、「安心・安全な給水の

確保」、「水道サービスの向上」などを確実に実現するように、経営改善を

継続して頂くようお願いします。 

 

 基金につきましては、財政調整基金に１,２５２万１,３００円、町立保育

所整備基金に５億３,８１７万４千円、水産振興基金に１億円、ふるさと応援

基金に１,５００万円、町道柿ケ渡線整備基金に３千万円など合計で７億２,

３１８万６,４８８円の積立てを行い、一方で財政調整基金１億５千万円に加

え、公共用施設運営基金、町立保育所整備基金、保健・医療・福祉事業基金

等から計４億１１８万８,５６０円を取り崩して充当し、さらに定期預金利息

４８万４,２５３円を各基金に積み増した結果、今年度末の残高は、前年度か

ら５.５％、３億２,２４８万２,１８１円増加し、６１億４,２４４万３,８１

１円となりました。 

 

地方債につきましては、今年度、一般会計で４億５,６００万円と公共下水

道事業特別会計で３,２５０万円、道路用地先行取得特別会計で３,４５０万

円の合計５億２,３００万円の起債をする一方で、元利合わせて８億３,１３

５万５,２１０円の償還を行いましたが、年度末の未償還元金は、２.３％減

の８６億８,１７４万７,７２０円となお高レベルであります。借金が約２５

億円貯金を上回るという現状ですが、令和７年度末に貯金と借金をバランス

させるという目標にむけて、着実に財政力の強化を実行されることを期待し

ます。 

 

町財政全般につきましては、自主財源の町税等は微増したものの、国庫支

出金や町債等の依存財源がそれを上回って増加したために、自主財源比率が

前年度から５.９ポイント悪化し４７.０％となりました。 

財政の自由度を示す経常収支比率は、税収増加で経常一般財源が増加した

ことと、公共施設運営基金を人件費に充てたこと等で経常経費が減少し、８

９.３％と５.０ポイント改善しました。 

町の財政力を示す指標である財政力指数については、令和２年度単年度の



 - 8 - 

値は０.９９７でした。１.０を下回ったために、普通交付税の交付対象とな

りました。なお前年度からは０.０４６ポイントの悪化、直近３年間の平均値

では１.０２９で０.０２４ポイントの悪化でした。 

財政健全化判断比率については、実質赤字比率は連結実質収支が黒字であ

るため数値は無く、実質公債費率は、平成２９年度から令和元年度にかけて

の起債の償還が始まったこと等で、昨年度より０.５ポイント増加しましたが、

早期健全化基準２５.０％に対して８.１％と全く問題ないレベルであり、将

来負担比率も充当可能基金の増額等により数値なしとなっております。 

財政的には余裕はないが若干の政策的支出の余地を持ち、将来的にも大き

な負担を残す状況ではないといえます。 

ただ、経営不振の第三セクター、株式会社いきいきタウン高浜の今後の経

営動向によっては、町財政に何らかの負担を強いる可能性もありますので、

これを防止すべく最善の対策を講じられるようお願いします。 

 

令和２年度工事監査としましては、高浜町６次産業施設ＵＭＩＫＡＲＡ、

横断５号線新設事業、高浜中学校タブレット整備事業の３件について書類審

査及び現地確認を実施しました。いずれも計画通りの施工と整備がなされて

いることを確認しました。今後は適切な運営管理のもと、最大の費用対効果

を得るような活用がなされることを期待します。 

 

 令和２年度は高浜町総合計画後期実施計画の５年目で、最終年度として目

標達成に向けた事業が実施されました。 

まず、「暮らし」の面では、町道柿ケ渡線新設第３、４工区工事や町道坪

上線への無散水融雪装置設置などがありました。 

次に「産業」の面では、６次産業施設用備品購入、城山荘・城山公園再整

備民間活力導入可能性調査、ため池２ヵ所改修、防火水槽３ヵ所設置など。 

「未来」の面では、高浜まちなか交流館の活用拡大、赤ふんバス運行継続、

移住定住促進のための高浜町オリジナル絵本作成など。 

「自然」の面では、仮称高浜公園基本計画策定や広域行政の一環である環

境にやさしい広域ごみ焼却場の建設開始など。 

さらに「ひと」の面では、病児病後児保育の第２子以降利用料無償化、高

浜町立認定こども園新築工事着工、文化会館音響設備更新、入学・新生活ス

タート応援給付金制度開始などがありました。 

 

以上の令和２年度の各事業をもって、平成２３年度から１０年間の高浜町
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総合計画が終了しました。この間には色々な事業が実施され、高浜町の姿も

大きく変貌してきました。新役場庁舎・中央公民館が建設されて高浜町のラ

ンドマークとなりましたし、和田公民館や中央体育館も建替え更新され、文

化会館と図書館は改修されました。青戸の入江周囲には大規模園芸の連棟ハ

ウスが建ち並び、高浜漁港ではＵＭＩＫＡＲＡが存在感を放ち、ブルーフラ

ッグ国際認証取得を軸とした浜の整備も進められる等して、海辺の景観は大

きく変わりました。柿ケ渡線や横断５号線、中山観音寺線等の町道も整備さ

れ、県工事でありますが、原子力災害制圧道路によって音海や神野地区への

通行は楽になりました。ソフト面では高浜病院を核とした地域医療体制が安

定し、子育て世代包括支援センター「ｋｕｒｕｍｕ」開設、子宝手当、子ど

も医療費や保育料の無償化、そして奨学金返還支援制度など、子供子育て世

代の支援制度も充実してきました。 

１０年間の目標を立て、それを実現するための方策を計画して、着実に実

行してきたことの証が町内の至る所に多数存在しております。 

高浜町総合計画と前期・後期実行計画は、概ね所期の目標を達成したといっ

ても過言ではないと考えるところであります。 

 

令和３年度からの次期総合計画については、今年度の１年間、行政、議会、

民間が協力して検討を積み重ねて来られました。そして町内各界各層の願い

や意見を集約して、基本構想と、その下での基本計画１３分野３８施策がま

とめられました。 

現在進行中の国のエネルギー基本計画の見直しでは、原子力発電所のリプ

レースや新増設についての言及はなく、１０年後のその先については不透明

感が漂いますが、まずはこの１０年間を、「くるむ つなぐ かがやく、自

然とともにある暮らし、若狭たかはま」の実現のために、総力を挙げて取り

組んで頂くことを念願しております。 

 

以上で令和２年度の決算監査報告を終わります。 


